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子と親 。幼稚園が

ともに手をとりあっ

て未来への飛躍を願

うもので、親と幼稚

口が5どもを育心姿

を岩手の「い」に象

徴している。

『ぺったんぺったんぺったんこ

～伝続行事に触れる～』
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今後を考える

(―社)岩手県私立幼稚園・認定こども国連合会

会 長 今 西 界 雄

ここ数年間続いているコロナ禍にお

いて、保育の在り方や研修の持ち方に

新たな考え方や取 り組みが生まれたこ

とは、想定外の状況において生じた今

後を考える上において大きな意味を持

つと考えます。改めて確認できたこと

は、研I少 は対面で行うことが重要であ

ることの再認識であります。より多く

の情報収集や学びを深めていくために

も感染対策を十分に講 じながら進めて

まいりたいと考えます。当初の予想通

り令和 4年の出生数は77万 人前後にな

りそうな状況であります。今年度、行

わせて頂いた各地区の懇談会において

も令和 5年度の園児募集が急激に悪化

しているとのご報告を頂きました。こ

の状況は今後も続いていくと考えた場

合、様々な面において現状の見直 しを

迫られる事は耗いのない事実となって

いくことでしょう。

私学助成の増額に向けて

私学助成金は、地方自治体が負担す

る補助金に応 じて、国から補助金が支

払われる仕組みになっていることは、

ご案内のとおりであります。岩手県に

おいても経常経費補助金をはじめとし

て、しようがい児への補助金、時間外

への補助金、特色ある幼児教育や教育

改革推進特別経費、処遇改善への補助

金等様々な補助金のメニューが設定さ

れていますが、その額を決定するのは

地方自治体であ ります。つまり、地方

白治体の補助金が少なければ、当然国

からの補助金 も少ないということにな

ります。岩手県の国児一人当たりの補

助金単価は全国的に見ても下位に位置

しています。補助金増額のためには、

自治体への要望が不可欠であ ります。

今年度、県議会では「私学教育振興議

員クラブ」から次期改正以降、会の名

称を「私学教育振興議員連盟Jと 改

め、総会を開催し私学の実情に耳を傾

けて頂ける体制づ くりをして頂き、私

学振興へお力添えを頂 く運びとなりま

した。これは、大きな進展であると考

えます。

処遇改善加算 ‖について

来年度より、中核 リーダーと専門

リーダーの処遇改善加算Ⅱにおける15

時間分の履修の確認がなされることに

なっています。今からご自身の履修状

況を把握し、確認作業へ備える必要が

あります。未履4多の場合は、処遇改善

加算Ⅱは支給されませんので注意が必

要であります。若手リーダーに関して

は、令和 6年度から確認作業が行われ

ますので、未履修時間がある場合は令

和 5年度中に履修を済ませる必要があ

ります。また、私学助成回は、処遇改

善についても県の補助金が確保されて

いないと支給されませんので、確実に

処遇改善の補助金の確保をしてもらう

よう要望 していく必要があるのと同時

に各国においても事業主負担分を確保

しておく必要があります。また、研修

履歴の管理は本人で行うことが基本で

あるので幼稚因ナビを活用して頂くの

が最善であると考えます。

ESEQQに ついて

昨年の報道でご存じの通 り、乳幼児

施設の不祥事が報道され、保育現場ヘ

の関′とヽが高まっているところとなって

おります。今後、ますます保育の質が

問われ、各施設の評価が問題となって

くるのは必然の流れであると考えま

す。今後、考えられるのは第三者評

価の実施であ ります。現在ESEQ① の

公開保育は、第三者評価の加算の対

象になっています。今後、第三者評

価が義務化されていく事を考えた時、

ESEQ① の人の育成が急務であると考

えます。実際に第三者評価が行われる

運びとなった場合、その任にESEQ・

が該当させて頂けるかは、明言できま

せんが、今から実績を積み重ねて行く

ことが重要であります。ここ数年の間

に県内の国で第三者評価が実行可能な

状況を整えるために準備を整えていく

と同時にESEQ① 修了の方々で長期的

な研修のあり方を調査検討していく仕

組み作 りをしていきたいと考えていま

す。

いわて幼児教育センターについて

いわて幼児教育セ ンターが設置 さ

れ、人生におけるもっとも大切な節 日

であるとされる「架け橋期Jと いわれ

る幼保小接続の再構築 をは じめ とし

て、今後取 り組まなければならない案

件が増えて きているの現状にあ りま

す。ただ単に就学予定のこどもの情報

交換に終わるのではなく、幼保小の先

生方がそれそれの教育や保育内容を理

解するための連携活動が実施されてい

かなければな りません。その一巽 を

担って頂けるのがいわて幼児教育セン

ターであるので、センターの充分な

活用を図ってい くことが望まれます。

「無園児Jと 言われる未就匠|の こども

の対応なども今後の検討材料になると

考えます。

社会の変化速度は驚 くほど速 く、急

激な様相を呈 してお ります。今後より

大 きな変化が予想 され、その対応には

充分注意が必要 となることで しょう。

連合会としてもその対応に敏感に反応

してい く必要があると考えますので、

各国におかれましては、ご高配のほど

よろしくお願いいたします。
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子どもの権利に関する条例について 政策委員会

今 年 の総合 研 修 会 講 演 で安 家先 生

か らお話 のあ った「子 供 の権 利 Jにつ

いては、私たちの仕事・生活、社会 にとつ

て、大 きな意味 を持 っていると考 え、取

り上しデてみました。

全 国 で は約 40自 治 体 (市・町・区 )

において子 どもの権 不Uに 関係する条 例

が 制定 されてい ます。岩 手 県 内 では送

野市の「 わらすっこ条例J奥 州市の「子

どもの権 利 に関する条例 」 の 2つ が あ

ります。 今 回は平 成 24年 4月 に反労子さ

れ た奥 州 市条 例 を取 り上 げ ます。 条 文

等 、詳 しくは奥 州 市 議 会 ホームページ

を検 索 してご覧 いただ きたい と思います

が、 1友粋 して紹 介いたします。

(参考・ 平 成 27年 4月 の「子 ども・子

育て支援 新 制度」 に先を区けて市J気三さオ■

ました。 また子 ども向 けの条 例 として、

漢 宇 には ル ビ を付 け て公 開 して い ま

す。)

条例 制定のね らい

～子 どもは、

奥州市の宝 であ り、希望です～

ノくは、 ナ‐れで も生 まデ化なが らにして幸

せ に生 きる権不可を持 ってしヽます。 しか し

世 界では、貧 困、飢 え、虐 待等 の困難

な状 況 に置かれている子 どもがた くさん

います。 このような子 どもたちを救 うた

め、国際連合では平 成元 年 に児童 の権

利 に関する条約 が 採 択 され 、我 が 国に

おいても平成 6年 にこの条約 を批准 して

います。

しか し、社 会 の急 激 な変 化 に伴 い、

い じめ、体 罰、虐 待 、子 ど もが 当事 者

となる事件 の多発 、不 登校 、核 家 族化

等 、子 どもを取 り巻 く環境 は、 ます ます

複 雑 になって きてお り、奥 )JヽlFも その

イラUタトで 1ま あ りません。

奥 州市 で は、す で に「子 ども達 は次

の世 代 を担 う大 切 な存 在 であ るJと い

う認 識 の もとに策 定 され た「奥 州 市 次

世代育成支援行動 計画 子育 て環 境 ナ

ンバーワンプラン」 を始 め、子 どもに関

するさまざまな言十画 が定め らガtて います

が、 これ ら計画 を確 実 に実 行 するため

にも、根 拠 、理 念 としての 条 例 が 必 要

であ り、 この条例 を奥 州市 民 の共 通の

認 識 として、行政 、家 庭 、 地域 、 企業

が連 携 し、社 会全 体 で子 ど もたちを支

援する体 制づ くりを行 って い くべ きであ

ると考 えました。

このようなことか ら、全 ての子どもが、

自分 の持 てる力を発 +軍 して、いきい きと

自分 の可能性 を追 求 し、幸 せ な人 生を

送ることが で きるよう、子 どもの権 利 を

保 障 し、支 援するまちづ くりに取 り組む

ため に奥州 市子 ど もの権 利 に関す る条

例 を制定 しました。

奥 州市議 会では、平成 23年 12月 の本

会議 において、「奥 州市子 どもの権 利 に

関する条例 Jを議 員発議 で提 案 し、全

会一致 で可 決 しました。 条例 は、平 成

24年 1月 に公布 し、 4月 1回 か ら施行 さ

れてお ります。

『奥州市子 どもの権 利 に関する条例 J

第 3章 子 どもの権利 を保 障する責務

第 9条 保 護 者、子 どもが 育 ち・学 ぶ

施設 の関係者、地域住 民、事 業者及

び市 は、子 どもの権 利 を保 障するた

め、相互 に連携 し、協働 するとともに、

次 に掲 げ る支 援 を行 うよう努 め なけ

ればなりません。

(1)子 どもが 他 の人の権 利 を尊重 し、

責 任 あ る社 会 の一員 として育 つた

めに必 要 なこと。

(2)保護 者 が子 どもの養 育及び発 達

に関する一義 的 な責任 を呆 たす た

めに必 要 なこと。

(3)子どもの良さを見つけてほめるこ

とで、 子 どもが 自信 及 び誇 りを持

ち、 自分 を見つ め、生 きる力 を養

うために必 要 なこと。

(4)特 別 に支 才麦がを必蓼
=な

了と
ヾ
もに酉己

慮 し、 その子 どもが 持 って いる力

を発揮 するために必要 なこと。

第 10条 3 保護者 は、子 どもと共 に育

ち合 う中で、子 どもが 自ら学 び、 自ら

考え、 自らを変 えてい く力 など、育つ

力 を蓄え、発揮 してい くことが で きる

よう努めなけガttゴ なりません。

第 11条  子 どもが 育 ち・学 ぶ 施 設 の関

係者 は、子 どもが 主体 的 に育 ち、学

ぶ ことが で きるよう、 次 にすFJげる環

境 を整 備 するよう努 め なけれ ば な り

ません。

(1)子 ど もを権 利 の主 体 として とら

え、子 ど もの立 場 に立 った子 ど も

が 育 ち・学 ぶ施 設 の運営 を図 るこ

と。

(4)子 どもの 個性 を尊重 し、一人ひ

とりに応 じた保育、教 育等 を行 うと

ともに、必 要 とする1青幸Rを子 どもに

提 供すること。

(5)豊 か な人間性 及び社 会性 をは じ

め、生 きる力 を子 どもの心 身の 発

達段 階 に応 じて育んでい くこと。

第 13条 2 事 業 者 は、子 育 て期 の 従

業 員が 仕事 と子 育 て を両 立 で きるよ

う、職 場 づ くりに努 めなければなりま

け ん 。

第 14条  市 は、子 どもの権 利 を保 障 す

るため、子 どもにとっての最善 の方法

を考 え、子 どもに関する取 組 を推 進

しなけれ tゴ な りません。

2 市 は、 子 ど もの権 不Jを 保 障 し、

子 ど もを支 援 す るため、保 護 者、

子 どもが 育 ち 。学 ぶ施設の関係者、

地域 住 民 及 び事 業 者 が そ れ ぞ れ

の責 務 を全 うするよう、保 イ′津、福 祉、

医療、教 育その他 のあ らゆる分 野

において、必 要 な支 援 及び総合調

整 を区|ら なければなりませ′し。

4 市 は、 子 ど もに 関 す る取 組 を実

施 す るため 、 財 政 上 の 措 置 そ の 他

必 要 な措 置 を講 じなけ れ ば な りま

せ ん。

第 19条 市 は、 保 護 者 が 子 育 て す るに

当 た り、 必 要 に応 じて 経 済 的 及 び 社

会 的 支 援 を行 うと ともに、 保 護 者 、

子 ど もが 育 ち・学 ぶ 施 設 の 関 係 者 、

地 域 住 民 及 び 事 業 者 と連 携 及 び協 働

を し、 支 援 体 制 の充 実 に努 め ます。

2 市 は、 子 育 て に関 して 困 難 を抱

えて い る家 庭 の 把 握 に努 め る とと

もに、 そ の 状 況 に配 慮 した支 援 を

イ子しヽ ます。

※ 子 どもの皆 さん 皆 さんは、 自介で

半U四千することが で iき 、みんなとともに

生 きることが で きるや さしい′と、と強 さ

を持 ち、 自分 を大 切 にする中で、他

の人を思いや り、お互いを尊重 し合 え

る力 をつけてい くことラうゞ大事です。

条 例 の 主 な 内 容

前 文

条 例 制 定 の 趣 旨

斜ヨ1置妻 静念員」

(1)目 的

(2)定義

第 2革  一 人 の 人 間 と して 持 っ て い

る 権 利

(1)=どもの 権 利 の 保 障

(2)安全 に安 ′bして 生 き る 権 利

(3)のび の び と こ こ ろ豊 か に喬 つ 権 利

(4)自
ノ
ノD＼ を 守 り、 自ノ刀＼が 守 られ る 権 利

(5)意見 を 述 べ 、 参 力Dす る 権 利

(6)適し刀な 支 援 を 受 ける 権 利

第 3章  子どもの権利を保障す る妻務

(1)共通 の 貢 務

(2)保護 者 の 責 務

(3)子ど も が 甫 ち ・学ぶ 施 設 の 関 係 者

の 董 務

(4)地域 住 民 の 貢 務

(5)事業 者 の 貢 務

(6)市の 蓑 務

第 4章  子 ど も に関す る 基 本 的 な 市

の 取 組

(1)子ど も の 権 利 の 普及

(2)虐待 、体 罰 、 しヽ じめ 等 の B方止 の た

め に あ 要 な 措 置

(3)晉ど も の 甫 ち の 支援

(4)=ども の 参 画 活 動の 促 達

(5)=育て 家庭 の 支 援

(6)推進 計 画 の 策 定 等

第 5章 奥 州 市 子 ど もの 権 利 推 進 委

員 会

(1)設置 箸

(2)委員

(3)会長

(4)会議

第 6章  委任
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令和4年度総合研修会
令和 5年 1月 12日 ・13日 の 2日 間にわたり、花巻温泉ホテル千秋閣、

ホテル花巻に於いて開催されました。参加園は66園 で参加者は初日278

名、2日 目159名 を数え、全体会のほか経営セミナーと教員研4分 の分科

会に分かれて開催されました。

請演『3歳児からの幼児教育に繋がる 0 102歳児の育ち』●

講師 岩手県教育委員会事務局学校教育室幼児教育担当

いわて幼児教育センター 主任指導主事 吉田澄江 先生

02歳 の教

育が 3歳以上

の教育につな

がり、やがて

は小学校教育

につながって

いるという講

義を、国の政

策である society5.0と いうこれから目

指す未来社会の教育・人材育成に関

する政策パ ッケージを詳 しく説明す

るとことより始まった。その中では

「一人一人が多様な幸せ (well― being)

が実現できる社会」の実現を目指 し

ており、「子供の学ぶワクワク感」「好

き」や「夢中」を手放 さない学びの

実現など幼児教育で長きに渡 り追い

求めてきたものも盛 り込まれている

との説明があつた。一人一人の多様

な幸せ (well―being)実現のためにす

べての子 どもの可能性を最大限引 き

出す教育・人材育成システムヘの転

換が急務である。「一律一様の教育・

人材育成」ではなく「違っているこ

とに価値がある」 という時代になっ

ていく。

子どもも大人も well― beingを 目指

す国の考えの基でいわて教育セ ン

ターは、「今が幸せ、そして、その幸

せが未来も保証されるものであるこ

と」を目指して創設されている。

今年度開設 されたいわて幼児教育

センターはすべての就学前教育施設

を対象 としてお り、幼児期か らの学

びの基盤づ くりを目指 し、研 4歩 、訪

問支援、調査研究・情報共有の三つ

の機能があることがセンター通信等

実例を交えて説明される。

小学校以上が学びと思 う大人も多

いが、人間の学びは生まれ落ちた時

から、さらに言えば命を宿 した瞬間

から始まっている。言葉で思いや感

情を言えない乳児にも意思があ り学

んでいるのだ。国際連合で 1989年に

制定された「児童の権利に関する条

約」では人権尊重 と保護の促進を目

指すと定められており、特に昨今は、

人権感覚が注 目されてお り大事にさ

れなければならないことと再確認さ

れている。子 どもを教え導 く先生方

の人権尊重の感覚育成が改めて求め

られてお り、言葉が しゃべれない乳

幼児は意思の確認や権利の尊重を周

りの大人が十分に認識 しなければな

らない。

現在の幼稚園要領、認定こども園

教育 。保育要領 と保育所指針は整合

性がとられていること、環境に働 き

かけて学んでい く幼児教育の特性に

ついて、乳児期、満三歳児未満の時

期の違いを解説書に沿って説明をい

ただく。

特に、受容的、応答的に行 う保育

という言葉が繰 り返されていること

で、その重要性が示され、乳幼児期

の教育が 目指す ところは「その子 ら

しい自分を育むことJであることが

明確にされた。

いわゆるイヤイヤ期はヤルヤル気

でもある。三歳児の、「自分には無理」

とか「上手 くできないからJと あき

らめる姿 も見られる。そのヤルヤル

をつぶさないことが 3歳以上の協働

性や能動性につながるので保護者に

も発信 していきたい。見通 しをもつ

ことは乳児でもしっか りとある。出

来ないことを他人に頼れる経験は自

分 と他人を信 じるベースになり、社

会の中で自立 して他人と協力 して生

活 してい く力に繋がってい く。先生

の保育が うまく進むことと子 どもが

育つことは違う等、具体的なエピソー

ドを交えながらのお話は、保育に関

わる者にとって道 しるべ となる言葉

をいただいた講1寅 だった。

最後に、すべての子どもたちのウェ

ルビーイングを目指 して一子どもた

ちの今が幸せであること、未来にお

いても幸せであること子 どもを真ん

中にして、私たち大人も幸せである

こと―という言葉 を頂戴 して講演は

締めくくられた。

-4-
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請演『処遇改善におけるキャリアパスとその構築』

講演『教員免許更新制度の廃止に伴う新たな研修制度の行方』

: ●T'I:亙:iⅢこ弧F魏 び●
「
二三!]

テーマに先

立ち、働き方

改革法と法改

正の概要の説

明があり、令

和 4年度育児

介 護 休 業 法

が改正されま

した。特には「産後パパ育休Jが創設さ

れ個別周知・意向確認が必要となりま

魂

次にキャリアパスとは、人材育成の中

で職務にどのような立場で就 くか、そこ

なぜ免許更

新講習が始ま

りなぜ終わっ

たのかについ

ては、教育公

務員の勤務評

定や研修体系

の 未 整 備 が

あつたが、過重労働・多大な費用負担が

あり酷評されていた。令和3年度答申で

は「令和の日本型教育の構築を目指し

て」として、すべての子供たちの可能性

経験年数の

違 う 5人 グ

ループでワー

クショップを

行 う。幼児や

保育に対する

熱い思い、食

育実践で満足

に感じたこと、工夫している点、蹟きを

覚えたこと等を出しながら「こんなこと

に到達するためにはどのような経験やス

キルを身に着ける必要があるか、という

道筋のことをいいま現

キャリアアップのための基準や条件を

明確化することにより、将来の目標に向

けて意欲的に取り組むことができます。

キャリアパス設計では、期待される職員

像の明文化が必要で現 専門職としてど

のようなスキルを持ってほしいのか、組

織の一員としてどのような役割を果たし

てほしいか、人としてどのような価値観

を持つ集団なのか、職員が誇りをもって

目指せる姿か具体的に決めてゆく。ス

を引き出す、個別最適な学びと、協働的

な学びの実現があげられ。「求められる

教師像として」・技術の発達や新たな

ニーズ、新たな環境の変化をとらえ、探

求心を持ちつつ自律的かつ継続的に学

び続け、子ども一人ひとりの学びを最大

限引き出す教師また、子どもの主体的な

学びを支援する伴奏者の役割が求めら

'■

る。

これからの「VUCA」 予測困難で不

確実、複雑であいまいな時代において

必要となるのは「エージェンシー」つま

ができたらいいのにJと いう食育に対す

る希望や思いを語り合った。それによっ

て、自園の良さを見い出し、他国の良さ

を学ばせてもらう機会となった。またこ

のワークの中に、①自信と課題を明確に

する②課題解決のヒントはイ中間から③

思考を巡らせることで資質・能力の向上

につなげるというポイントが隠されてい

た。ヮークシートは、日々 の保育の確認ア

イテムとして使用できる。最後に先生が

講師 (―財)全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 理事長 安家周一 先生

講師 社会保険労務士 菅原かおり 先生

テップアップする段階をステージに分

け、その役割や必要となる能力を明確に

してゆく必要があります。処遇改善加算

については国が保育士等の賃金アップ

や労働環境の改善を図るために策定し

た制度です。この中で求められるキャリ

アパス要件として、「職員の職位、職責

又は職務内容に応じた勤務条件等を定

める」「職位、職責又は職務内容に応じ

た賃金体系について定めている」「就業

規則等の明確な根拠規定を書面で整備

し、すべての職員に周知している」等々

の要件があります。

り、変化を起こすために、自分で目標を

設定し、振り返り、責任を持って行動す

る能力である。残念ながら日本の若者

のエージェンシーは低く、弱いのが現実

である (18歳の意識調査から)大事なの

はマニュアルの存在しない問題の対応

能力なのである。

幼児期の実行機能と向社会的行動の

育ちは養育者とのやり取りを通じて形成

される「アタッチメントJ=愛着が中′とヽで

あり、すべての根本は「愛着の形成Jに

至る。

話された「食育によつて、いろいろな職

業や場所という“社会"が
見え、土地や

気候、生物(動物)と いう“環境"が見えて

くる。一つの食事にたくさんの人が関

わつていることに気付いてほしい。食

事・食物を作ってくれる人に感謝する気

持ちを育むことが食育。」という言葉が

とても印象的であった。

請演『食育実践を確実なものとするための食育計画づくりに向けて』
li:li:『 可 笠三置f型■三亜 こう言■1「糾 !珂    講師 岩手県立大学短期大学部生活学科食物栄養学専攻 講師 浅沼美由希 先生

-5-
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請演『発達の理解と支援
専門機関との連携や保護者との連携』

請演『急速に進む少子化時代の園運営のあり方』

岩手県立療

育センターの

役目について、

大きく病院受

診と相談支援

があり、それ

ぞれがちがう

機能を担って

いることを話された。

特に、発達障がい者支援センターウイ

「子 どもの

権利J 子ど

もの権利条約

1989年国連採

l尺  1994年 日

本批准と5年

もかかった。。

生きる権利・

育つ権利・護られる権利・参加する権

不U「子どもは 好きな人からしか学ベ

ない」「子どもは 好きなことしか学ベ

ない」「義務を教えるより まずは子ど

人戸市千葉

幼稚園の岡本

潤 子 先生 は、

ご自分の園の

国内研 4笏 を例

に出し、研修

で質が向上し

ているかを振

り返り、「日本の教育が目指す方向性を

念頭に置き教育改善に努めることが、

講師 岩手県発達障がい者支援センター 発達障がい支援係長 長護康紀 先生

ズの活動を中心に、・気になる子・発達

障がいの基本的理解・発達障がい児ヘ

の関わり方・専門機関との連携・保護

者支援の視点で具体的なお話をいただ

き理解を深めた。

様 な々名前の付く子どもたちが増えて

いるのは事実であるが、大切なのは障

害のレッテルを́張ることではなく、どう

してこの状態になっているのか、なぜそ

の行動をするのかを考えることである。

もの権利が護られるJ 子供を学校に合

わすのではなく、学校を子どもに合わ女

民主的で自分と公共を大切にする市民

を育てる。

「変化する日本の現代 どの波に乗る

の力判 日本の人口推計では2050年 には

人口 1億人を下回るという、自分の国だ

けが良くなることは無い、他園とどうア

ライアンスを組み立ててゆくのか、市町

行政との信頼関係構築をどう進めるか、

これからは本当の意味での独自性が間

われていく。

質の高い教育に繋がるのではないか。

そのためにも、自園の教育目標を令和

の時代のものにしていくことが大切だ。」

と示され、ECEQ ①を勧めて下さった。

ECEQ① は、公開保育を活用した幼児

教育の質向上システムで、研4多 を受けた

コーディネーターや公開保育参力日者によ

る外部の視点の導入によって、 自分た

ちの保育の良さや課題に気付き、良さを

さらに伸ばし問題解決の方法を見いだ

困つた行動があれば、禁止の言葉では

なく、
'ど

う行動すれば良いかわかるよう

に伝えることである等支援のスタンスが

明確にされ、最後にその子を理解して

関わるために、保護者も含め十分な情

報収集 (アセスメント)と役割分担をし

た機関の連携が大事であることをご講

演いただいた。

「私たちの可能性J 変革の時代には

イノベーターが必要とされる、人材確保

と育成、先読みする洞察力、勘と勇気、

積極的交流による地域ネットワーク作

り、自治体への政策提言や要望=子ども

と保護者の幸せ追及地域の資源として

存在すること、何よりも、今の家庭をしっ

かり支え、子どもと共に親が育つこと、

豊かで楽しい生活になるよう園と一緒に

取り組むことが大切である。

していくもの。「園を開き語り合うことに

より、自園の現在位置の確認や、自分

の言葉で自分の保育を語ることが出来

るようになっていく。評価は指摘ではな

く改善へとつながる。自分が変化する

ことによつて質の向上がもたらされる。」

とECEQ ①を用いた国内研修の素晴ら

しさを教えて下さった。

講師 (一財)全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 理事長 安家周― 先生

請演『施設内研修の考え方と実践 ECEQ①の活用の仕方』
講師 (―財)全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 ECEQ① 専門部会長 岡本潤子 先生

-6-
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地区会だより

饉劃の「地区の課題を話し合いました」
昨年末にかけて新型コロナが、それまでは比較的落ち着いていた久慈、二戸

両保健所管内に広が りました、保育の関係者はワクチンの 4回 日接子重も済み、

施設は従来にも増 した安資予防策で対応 しています。

県北地区は久慈市 1回 、二戸市 2国の認定こども園 3口で構成され、研修、

福利、情報交換などで交流 しています。特に久慈地区は保育所 (囲 )に くらべ

て、幼稚園由来のこども1薫|は 11ズ|だけで身近な保育等の共有で囚蜂を感 じるこ

ともあ ります。

コロナ禍で行事などの、活動が思うようにならない中、去るH月 9日 に岩私

幼連の会長、副会長に来訪いただき懇談会を開催 しました、普段は連合会の会

長と対面で会話をすることが少ない園長、先Jiがたもこの機会に連合会の詰事

業について〕坪l解 を深め、私たち地区の抱える問題をヨ甲解 してもらいました。連

合会、会長との距離が一気に縮 まった懇談会でした。

(ま つのまるこども国 園長 図分一彦 )

篇
会長と懇談する県北地区の園長先生の皆さん

饉亜⊃「学びあえる喜ぴ」
盛岡地区会は盛岡市、滝沢市、人幡平市、失巾円]‐ 、紫波町にある私立幼稚

口・認定子ども国32口からなる県内で一番大きな地区です。月1回 、年 8回集
まり、各国の参加可能な先生方が 6つの班に分かれ、それぞれのテーマで研究
を深めています。今年度は 2年継続研究の 1年 目の年で、各班どのようなこと

を学びたいのか、どのような形で話 し合いを進めていけばいいかなど模索 しな
がらも、良い学びにつながるよう毎同集まり話し合っています。

コロナ柵で以前のような集まり方は出来なくなっていますが、班員皆さんの

顔を見ながら同じ会場で子どもたちの話をする研修会の大切さや楽しさなどを

見出すことが出来ればと思います。

来年度もコロナと共には変わらないと′L(い ますが、子どもたちの笑顔が守ら
れ実りある研修会にしていきたいと思います。

(仙北町幼稚匠1 主幹教諭 藤井 馨)

寒さに負けず楽しく遊んでいます !

∈醒D耳これからの時代に即した保育をめざして」
北 上地区では、岩手県立総合教育センター子チF修指導主事 高橋文子先生をお

招 きし、「子供理解に始まる環境構成と援助」について学びました。味境を通
して行う教育、幼児期の終わりまでに育って欲しい姿、 llJの 中の動きについて
などご講義をいただき、考え方や視点、大切にする事などを学ぶことができま
した。また、保育実践動画を見て、子どもの思いや保育者の援助・環境などを

読み取り、小人数のグループで話し合いました。他園の先生方と一緒に、子ど

もの様子をじっくりとよく見て考え、いろいろな角度から読み取ることができ、
共感したり気付いたりと有意義な時間を共有する事ができました。

その他に、花巻地区では「マネジメントと乳児保育J、 「幼保小の連携を}甲 解
する」と題 しまして、 2同研修会を開催しました。

(暁の星幼稚囲 教務主任 鈴木 智子)

-7-
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饉証の「コロナ禍で心動かす遊ぴとは」

各国、国内研修で保育の質の向上を目指して

コロナ禍で、園の行事 も縮小や中止 を余儀 な くされ、密 を避 けるために異年齢

での交流 も減 らさぎるを得ない状況での保育 となってい ます。 この中で、子 ども

達が「やってみたい」「面 白そ う」 と思 う遊びに出合 う場が少な くなっているよう

に感 じます。そこで、本国では子 ども達が心動かす遊び とは どんな遊びがあるのか、

研究 を進めてい ます。

子 ども達が′と、を動か して遊ぶ経験 をす るには、.教師の働 きかけや環境構成、子

ども同士のかかわ りが重要 となって きます。各 クラスか らの事例では、人 とのか

かわ りを重視 した結果、子 ども達が「楽 しいJ「 もっと遊びたいJと 感 じ、遊んで

いる姿が見 られて きた とあ tヂ られ ま した。人 とのかかわ りは、′し、を動かす ことに

は必要であることを改めて実感 しました。

今後 も、様 々な制限は続 くと思い ますが、試行錯誤 を しなが ら、 コロナ禍で も

よりよい保育 となるよう考 えてい きたいです。

(こ じか幼稚園 主幹教諭 菊井美幸 )

q弱∋「健やかな成長を願つて」
大槌 ・釜石 ・遠野 ブロ ックと宮古 ・山田ブロ ックの両ブロ ック共 に、今年度は

それぞれの園ごとに研究 を進めてお ります。

2年継続の 1年 目として、我が園では「子供が育つ家庭や地域」～子供理解の

ための保幼小連携の在 り方～ とい う研究テーマで、共通理解 を図ることに重点を

置 き進めて きました。その中で、県の教育専 門委員の方 をお招 きして、研究テー

マについて もお話 を伺い、接続の重要性 と自分たちの保育の振 り返 りの大切 さを

改めて感 じる機会 とな りま した。 コロナ禍 にあ り、ブロ ックごとに行 っていたグ

ループ研究 も数年前 よ り園内研修へ と変化 して きている状況下で、違 った視点で

意見 を聞 く機会は学 びの場 とな り、 とて も貴重であると改めて感 じます。来年度

は、研究 を国内で さらに深 め、地区やブロック内で も各国の研究内容や意見交換

など共有 しなが ら学 び合 つてい きたい と考えてお ります。

(小百合幼稚園 教務主任 富田 真 由美 )

国内研究の様子

第38回岩手県私立幼稚園・認定こども園連合会 教員研修大会(宮古大会)《ご案内》

日

場

期

会

大会主題

記念語演

講  師

「新しい時代を伸びやかに生きる」
～社会に開かれた質の高い幼児教育を～

令和5年 3月 24日 (金 )

浄土ヶ浜パークホテル

宮古市日立浜町32-4

TEL 0193-62-2321

演 題 「遊びの中の学びをどう読み

取り、援助につなげるかl

聖心女子大学 現代教養学部教育学科

教育学専攻・初等教育学専攻

教授 河追 貴子 先生

日発表テーマ「異年齢の友達に親しみを感じ、一

緒に活動を進める楽しさを味わう」
。発表者  八日市幼稚国

及川 真美子 (県南地区)

・助言者  盛岡大学 文学部児童教育学科

教授 石川 悟司先生

I第 2分科会〕

園発表テーマ 「愛着形成から主体性の芽生えの育ち」
～乳児をとりまく様 な々保育環

境の在り方を考える～」
・発表者  花巻たかき幼稚園たかきこども園

佐藤 洋美 (中 部地区)

・助言者  盛岡大学短期大学部 幼児教育科

教授 石川 正子先生

〔第3分科会〕
団発表テーマ 「多様な子どもの受容とクラスの

育ちを考える」
・発表者  仁王幼稚国

保坂 瑠奈 (盛岡地区)

・助言者  岩手県立総合教育センター

教科領域教育担当

研修指導主事 高橋 文子先生

団発表テーマ 「子供が育つ家庭や地域」
～子供理解のための幼・保・小連

携の在り方～

・発表者  光の園幼稚回

箱山 智呑 (i合岸地区)

・助言者  岩手県立総合教育センター

教科領域教育担当

研修指導主事 高精 文子先生

〔第1分科会l

囲発表テーマ「健康な体を作る」～たる～
・発表者  久慈幼稚園

水澤 来 合々 (県北地区)

・助言者  盛岡大学 文学部児童教育学科

教授 石川 悟司先生

●編集後記

今回の広報岩私幼連は、 1月 に行われた

令和 4年度総合つF修会と、地区会か らの活

動辛R告、 3月 に行われる教員研修大会のご

案内が掲載されました。年明け早々に岩手

県の保育者が一堂に会 して行われる総合研

4多 会は、私たちの素晴 らしい伝統の一つな

のではないでしようか。今年は雪が少なく

て助か りましたが、厳 しい冬道を県内各地

から集まるということは容易ではあ りませ

ん。すでに保育が始まっている国では参加

しにくさも出ていることでしょう。その中

を300人 も集うのです。それだけで誇れる

ことではないかと思います。岩手の幼児教

育の伝統を継承 しつつ、それぞれの幼児教

育・保育の質の向上を目指 して、これから

も手を取 り進んで参 りましょう。

(政策委員 曽根美砂 )

-8-


